
1

日本洋書協会会報
BULLETIN OF JAPAN ASSOCIATION 
OF INTERNATIONAL PUBLICATIONS

2009年 8月

通巻 500 号 目　次
●第 16回東京国際ブックフェアー…………………1
●理事会／海外ニュース／事務局から ……………2
●eBook ビジネスの展望とその将来／

2009 サマーパーティー ……………3
●会報通巻 500 号記念座談会 ………………………4
●委員会報告 …………………………………………5

vol.43 No.5

第16回東京国際ブックフェアー
去る 7月 9日（木）～ 12日（日）の 4日間第 16回
東京国際ブックフェアーが前年同様ビッグサイト西館
で開かれました。今年も会期中の来場者数が昨年を
3,500 人程度上回り約 65,000 人、出展社数も 29 カ国
776社でいずれも過去最高との発表がありました。
今年特徴的だったのが 5つのゾーン（生活・趣味・
実用書/読書グッズ/学術情報データベース/雑誌向け
デジタル活用支援/パーソナルブック）を新しく設け、
各ゾーンに関心を持つ書店、読者が多数来場した事で
した。
また、基調講演・読者推進セミナーに大物作家が登
場し、こちらにも多くの出版関係者・読者が集まりま
した。
今回は大規模なブースを出している出版社が減少

し、出版不況の感がありましたが、今年のテーマ国で
あるエジプト・アラブ共和国やスペインが大パビリオ
ンを展開するなど、昨年より海外出版社の出展が目立
った様に思います。
その中でもひと際目を引いたのが、電子出版に関連

した展示を行う“デジタルパブリッシングフェアー”
や出版のデジタル活用を支援するソリューションを紹
介するブースで、どの出版社も大変賑わっており、昨
年よりも増して出版のデジタル化・電子化が進んでい
る感じがしました。
さて協会主催のバーゲンコーナーですが、この様な
出版社が増えた為、昨年よりさらにワゴン数の割り当
てが 10 ％減少し、今年はバーゲンコーナーの位置も
会場の端になり、長細いレイアウトに変更されました。
その為、同カテゴリーを扱う会社が集中する様に割り
振りしなければならず、各社のロケーションには苦労
しました。その甲斐があってか、総売り上げは前年を
2.5 ％弱下回っただけで 2日目と最終日は前年を上回
る金額でした。円高の影響で昨年より更にバーゲン価
格を下げた出展社もある中で、この成果は 2009TIBF
バーゲンを支えてくれた全ての方々の努力によるもの
と感謝しております。
皆様、本当にご苦労様でした。

（UPS H.T.記）
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理事会

日時：2009年 7月 2日（木）
１．委員会構成
・総務委員会（担当：長谷川・ユサコ）
広報・渉外グループ（担当：グレッシャム・UPS）
文化・厚生・教育グループ（担当：仲・雄松堂）
・会報・HP・ダイレクトリー委員会（担当：藤村・丸善）
・事業委員会（担当：尾木・日貿）
・レクリエーション委員会（担当：鶴・東亜ブック）
以上の理事長案は全会一致で承認された。
２．推薦理事について
小松崎氏（絵本の家）に先期に引き続きお願いする
こととした。

３．サマーパーティー前のセミナーについて
E-book をテーマにした講演会を行う。すでに事務局
から案内が送付されている。

４．関西パーティー
9月25日に行う。会場は総務委員長、事務局で手配す
る。パーティーの前に各出版社のプレゼンを検討する。

５．理事長から
・ 7月に関西の現・旧会員を訪問する予定。
・出版社レプを集めた懇親会を行う。
・理事会＋希望者でKBIAの訪問を行いたい。
・洋書輸入の歴史を各社の視点でまとめたい。
・2011年の協会創立70周年記念行事の準備を始めたい。

コスト面および技術面での問題から、全面的に市場に
受け入れられる状況にはなっていないが、これらの企業
は、将来獲得するであろう大きな収益を見込んで、市場
での確かな足がかりを模索している。
ソニーは、グーグルの電子図書館プロジェクトを加え
ることで、最大量かつ総合的な電子ブックのラインナッ
プを入手したとしている。
先週、アメリカ最大の書店チェーンである Barnes &

Noble が、70万以上の電子ブックを擁する世界最大規模
のオンライン書店を開設したが、そのうち 50万以上がグ
ーグルから得た版権切れのタイトルである。
Amazon.com のキンドル（Kindle）ストアは 30万タイ
トルを有しているが、グーグル図書館のタイトルを加え
るかどうかについてはコメントしていない。

2009/07/29 http://www.canada.com

（ニュース提供：丸善海外仕入部）

ソニーの電子ブック・リーダー、グーグル
電子図書館を利用

7月 29日、ソニー（Sony Crop.）は、版権切れの古典書
籍をデジタル化するグーグル（Google Inc）のプロジェク
トを使って、百万以上の版権フリー書籍を自社の電子ブ
ックリーダーで提供すると発表した。
ソニー以外にも、Amazon.com、Barnes & Noble などが、
成長する電子ブック市場（手帳型の端末に書籍データを
保存し、読むことができる）での覇権を獲得しようとし
のぎをけずっている。

海外ニュース海外ニュース海外ニュース

事務局から

会員代表者変更
㈱雄松堂書店
新代表者　仲　光男（取締役社長）

（新田満夫氏から交代）

関西懇親パーティー
2 年ぶりに開催致します。万障お繰り合わせの
上、ご出席いただければ幸甚です。

日時： 9月 25日（金）
午後 4時～ 5時 30分 商品説明会
午後 6時～ 8時 懇親パーティー

（5時半受付開始）
場所：大阪第一ホテル６階＜マーキス＞

大阪市北区梅田 1-9-20
℡ 06-6346-0007

会費：一人 4000 円（会員以外は 7000 円）

お申し込みは事務局まで。
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2009サマーパーティー
今年のサマーパーティーは 7月 17 日（金）に恒例

の日本外国特派員協会（プレスクラブ）にて 39 社
179名の参加で盛大に行われました。
今回もサマーパーティーに先立ち、「Eブックビジ

ネスの展望とその将来」と題してセミナーとデモンス
トレーションを行いました。米国における e-book の
現状についてジェフリー　シーシャン氏（出版コンサ
ルタント：米国）より、日本における e-book の現状
について増田　豊氏（ユサコ株式会社　取締役）より
講演をいただきました。
大変興味深い内容で多数のご参加いただき大盛況で
した。
パーティーの方は今年も開宴前から大勢の方々がお
越しになりウェルカムドリンクで賑やかな中、6時過
ぎに開宴となりました。
文化厚生委員長改めレクリエーション委員長　東亜
ブック　鶴氏による開会の挨拶で始まり、協会新理事
長　ユサコ株式会社　会長　山川氏より新理事会につ

eBook ビジネスの
展望とその将来

7 月 17日（金曜日）JAIP総務委員会の主催により、
日本外国特派員協会（プレスクラブ）にて標記テーマ
のもとセミナー（講演会）を開催しました。
紙面の都合もあり、以下両氏が使用されたスライド
のアジェンダをもって公演のサマリーを紹介させて頂
きます。
先ず、ジェフェリー　シーシャン氏（Jef f ry

Cichon, President、Expansion Partners 社、米国、）
により「米国における eBook の現状」と題し、この分
野で先行する米国の現状と分析が発表されました。氏
の発表した要旨は次の通りです。①出版業界の市場動
向、②E-Contents の市場、③ eBook/eReader の市場動
向、④市場とデバイス、⑤市場参入企業例、⑥出版社の
ビジネスチャンス、⑦ ebrary 社のサービス、⑧成功例
次いで増田豊氏（ユサコ株式会社取締役）により

「国内（日本）の eBook の現状」について発表がなさ
れました。氏の発表要旨は次の通りです。①国内の

eBook についての調査研究レポートの紹介、②仕様
（媒体、デバイス）、③市場動向…個人、④市場動向…
ビッグユーザーである大学における動向、⑤市場動向
…公共図書館の例として千代田区立図書館の取り組
み、等々です。
質疑応答も活発におこなわれ盛況のうちに閉幕致し
ました。今回は総勢 55 名という多数の方に受講して
頂きました。JAIP では今後とも会員の皆様のニーズ
合ったセミナーや見学会を企画してまいります。また、
ご希望のテーマ等ございましたら事務局にご一報をお
願いいたします。

いての紹介、役割などについてのスピーチをいただき、
乾杯のご発声で開宴となりました。
前回同様パーティーの間のスピーチは一切せず最後
まで会食・歓談の時間でパーティーは閉宴となりまし
たが皆さんまだまだお話が尽きない様で大勢の方が時
間までお酒と食事を楽しみながらご歓談されたようで
した。
今後も皆様に楽しんでいただけるサマーパーティー
が開催できるよう文化厚生改めレクリエーション委員
一同で頑張ります。
次回も多数のご参加お待ちしております。

（東亜ブック　鶴　竜次　記）
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会報通巻500号記念座談会
出席者（敬称略）
平岩　寧（現副委員長）
野村知成（元編集委員）
神田俊二（元事務局長）
高橋　紘（前事務局長）
壹原七男（前委員長）
藤村裕二（現委員長）（司会）
正田　実（現事務局長）（書記）

司会：暑い中、お集まりいただきありがとうございま
す。会報が今年の 8月号で記念すべき 500 号になり
ます。
これまで会報の編集に携わってこられた諸先輩方に
お集まりいただき、昔を振り返りながら、今後のご
提案を頂きたいと思います。
まずは皆さんの自己紹介をかねて昔の苦労話、印象
的だったことなどをお聞かせ下さい。
平：私は現役の委員ですが、いつから入ったかわから
ない。気が付いたら入っていたという感じです。印
象に残っているのは、会社紹介の記事の連載が始ま
り、名簿で先頭の私の会社が最初にインタビューを
受けました。（注１）そんなことから委員になった
ような気がします。相良さん、一條さんが委員長で
事務所が藍沢ビルの頃かと思います。
いつ頃から始まったかは分かりませんが、旅行会と
会議後の情報交換会（飲み会）が印象に残っています。
最初の頃は編集会議で書評を書いたりする宿題がで
てきつかった。
高：そのころの委員の方はかなり勉強もされたようです。
野：私も何回か書評を書きました。店の棚を見ながら
よさそうな本を探して。また次回までにどこの会社
の紹介文を取材してこいなどと言われたこともあり
ました。苦労と言えばなかなか皆さん原稿を書いて
くれない、当てにしていた記事が集まらないなど。
編集会議のあとの飲み会はフランクフルトで呑み癖
の付いた相良さんが始めたようです。
高：相良さんの協会史はいつ頃から始まったのでしょ
うか。（注２）連載があると編集も助かります。ま
たいつ頃掲載が終了したのでしょうか。その後鈴木

さんの連載につながるわけですが。
平：協会史が現代に近づくにつれ、だんだん内容が
生々しくなって、公取に指摘された談合問題も出て
きたのを契機に、会報が発行された時期までで終了
されたようです。
司会：連載が会報発行の助けになっていたようです
が、会報は現在、年６回の発行になっています。こ
れは原稿が集まりにくいといのも一つの理由になっ
ています。逆に言うと連載が始まると助かると言う
ことですが。
今、壹原さんに連載をお願いしていますが、依頼す
る立場から、書く立場に変わられていかがですか。
壹：連載と言っても不定期ですが。会報委員会で纏め
役を始めたのは2000年頃だったと思います。
その間の話では、連載もありましたが原稿が多いと
きはすごく多く、どれを次回へ回すかとか贅沢な悩
みもありましたが、無いときは全然無く、ページを
埋めるのに苦労しました。毎月定期的に発行するの
に原稿量が不安定なのはやはり大変です。私のころ
からあまり大きな話題が無くなってきた時代かと思
います。せいぜいAmazonの台頭とか。ですから必
然的に連載＋行事といったパターンになってしまい
ます。後は投稿ですが、当時皆さんにお願いしてい
たので、卒業して、少しは穴埋めになるかと思って
書いていますが、あまり同じようなテーマでは嫌が
られるので別の視点であと２回分くらい用意しよう
と思っています。
司会：投稿を依頼するのではなく、会員からの掲載依

写真左から野村、神田、平岩、藤村、高橋、壹原の各氏
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頼はありましたか。
壹：それは無かったようです。ただホームページ委員
会からサイト掲載分の提供を受けて載せたことは何
回かありました。
正：サイトは常に更新され古い記事は無くなりますの
で、アーカイブの意味で重要な記事は会報に転載す
るのが必要かと思います。
司会：原稿集めと一つの号をまとめ上げるのにその
時々ご苦労されたようですが、実際今も苦労してい
ますが、印刷会社とのやりとりはどうだったのでし
ょうか。
神：連載の話に戻りますが、鈴木さんに毎月原稿をお
願いしていたのですが、鈴木さんは几帳面な方で毎
月締めきり以前に頂いておりました。それ以外にも
原稿はふんだんにあり、その面で悩んだことはあり
ませんでした。
司会：もう一つ大変なのは広告集めですが、高橋さん
の頃はどうされていましたか。
高：これは向こうから載せてくれと来るわけではない
ので、理事会社を中心に大体の候補と順番を決めて
おき、その都度お願いしました。当時は皆さん、快
く応じてくれましたので広告でそれほど苦労した記
憶はありません。
司会：先ほども触れましたが今年から年６回の発行で
すが、収入を減らすわけにいかないので広告は毎号
２本入れています。洋販と年２回出してくれた医学
書院が抜けてその辺は正田さんどうですか。
正：今まで壹原さんが作ってくれた土台が有るのでそ
れに従って順番を追っていますが、どうしても足り
ないときはダイレクトリーの広告に出稿いただいた
会員以外の方にお願いする場合と、年 1回だった社
に２回お願いしたりしています。尤も「広告じゃな
くて寄付だろ」と言われたりしていますが。
壹：私の前には杉山さんがやられていたかと思います
が、当時は連載がかなりあったようですので、安定
して発行ができたようです。私の時代に鈴木さんが
亡くなられたり、宇田川さんの連載が終了したり、
連載が無くなった時期がありました。ちょうどUPS
の齋藤さんがお辞めになり、業界に付いての原稿を
依頼したところ、快諾を頂きました。おかげでしば
らく繋がりました。連載がない時は何かこうした連
載に近い物を用意しないと、記事だけで埋めるのは
難しいでしょう。

尾内さんが書かれた雑誌関連の記事のようにサイトに
先に掲載されてからこちらに載せた例もありました。
司会：今までご苦労されたお話を聞いてまいりました
が、そのご苦労の上に 500 号があるわけですがご感
想をお聞かせ下さい。
高：今は会報の編集は電子的にやっているのですか？
神田さんもそうですが私の時も編集は切り張りでし
た。一旦印刷会社が原稿を印刷した物を切ってレイ
アウトするのですが、時には一行ずつなんて時もあ
りました。また締めきりが迫ると会議テーブルが作
業場になってしまう。特に写真は大変でした。しか
し大変な手間を掛けて苦労はしましたが作っている
という感慨はありました。
野：その前は私や平岩さんしか経験していないかと思
いますが、毎回担当が手書きの生原稿を校正、レイ
アウトして事務局へ持参していました。
平：その原稿を印刷会社に渡してできあがった印刷物
と生原稿をつき合わせて校正し、また印刷会社へと、
何回も繰り返すのです。FAXも無い時代でしたか
ら足で稼いでいました。
司会：外から見ると会報委員会は年中飲んで、旅行を
してと思われていますが、どのような経過からですか。
平：旅行は協会の東西合同懇親旅行会の翌日、朝解散
後自由行動になり、何人かでどこか行こうとレンタ
カーを借りて丹後半島を回ったのが最初かと思いま
す。それに味をしめて委員会で行くようになったよ
うです。時期的には雑誌のリニューアルが終り、更
に各社の社内旅行が終わった晩秋に行きました。
野：一度 11 月に日光に行ったのですが、雪になって
しまって峠が越えられない。念のために持っていっ
たチェーンがあって助かりました。
高：会報委員会は解放委員会で他の委員会はこれほど
個々の付き合いが深くないように思えます。綿々と
続いてきた会報と、制作スタッフの繋がりが委員会
を支えているように思えます。委員会というと堅苦
しいですがこういった雰囲気が他の委員会でも生ま
れれば協会自体も変わってくるような気がします。
壹：旅行や飲み会の場では先輩達は決して制作に関し
て口出しはしないが雰囲気を伝えるといった伝統を
感じます。
司会：協会全体で見ると会員が減ったりと元気の無い
状況です。外から見た協会と今後の方向性などいか
がでしょうか。
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委員会報告 ＜文化厚生委員会＞

上位の成績は下記の通りです。
順位　氏名（社名） １回戦 ２回戦 ３回戦 合計
優勝　尾崎（エイビス） 52 28 － 19 61
準優勝 中村（OUP） － 12 31 27 46
３位　西野（三友社） － 11 31 10 30
４位　鶴　（竜）（東亜） － 2 － 2 27 23
５位　唐澤（ゲーテ） 38 － 2 － 18 18
☆役満　　大三元　　尾崎（エイビス）

第57回　麻雀大会
2009年 6月 4日（金） シルク（高田馬場）にて
参加者　12名　参加社数　8社

次回（第 58回）の開催は 2010 年 2月の予定です。
皆様のご参加お待ちしております。

壹：この業界に限らず厳しい状況に置かれているが、
そういう時代だからこそ結束が必要。出来る範囲で
の情報交換と懇親の場があれば協会の存在価値はあ
ると思います。その情報交換の一つが会報ではない
でしょうか。
司会：会報が会員の繋がりのツールとなっているわけ
ですね。
平：会報のWeb 化が言われているが会報に限らず商
品の電子化も進んでいる。しかし大量に動く物はそ
れでも良いが専門的な、特に本は残るような気がし
ます。
司会：会報の電子化の話ですが、例えばダイレクトリ
ーは紙の媒体と同じ物がWeb で提供されている。
尤もダイレクトリーは広告収入があるので紙は止め
られませんが。会報も制作、配布コストが言われて
いますが。
高：私は古い人間ですから、PCを立ち上げてそれか
らネットに繋いでという作業をするよりは目の前の
紙を取り上げる方が早いし遙かに楽です。印刷文化
の一旦を担っているわけですから無くすという事は
考えられません。ただコンテンツが重要で、皆が見
たくなるようなものであれば媒体はどうでもよいと
も思います。
時代的には今が分かれ道ですね。個人的には紙が続
いて欲しいのですが。
司会：専門書も電子化が進んでいますが、ユーザに聞

いてみるとざっと見るのはWeb で、じっくり読む
のは紙でと使い分けているようです。次元が違うの
かもしれませんが、会報も同じように思います。
平：手書きの原稿から電子原稿になり、電子原稿は他
の人が自由に手を加えられる点が不安です。何かの
形で初稿を残していく事が必要と思います。
正：Web と紙では明らかに情報量が違うので、どち
らにするというのではなく、使い分ければ良いと思
います。新聞とテレビのように。例えば、ホームペ
ージにはイベント、同好会行事を掲載しています。
会報でも取り上げていますが、写真は１枚がやっと
です。HPには制限はありませんから 10 ～ 20 枚と
載せています。また紙の会報が配られてそういう会
があったな。自分も参加したからHPを見てみよう
かと言う気になります。きっかけがなければなかな
かHPは見ません。あとは前にも言われていました
保存です。HP は更新されますから残りませんが、
紙なら容易です。
司会：まとめが出ましたところで時間も参りましたの
で終わりとさせて頂きます。本日頂いた貴重なお話
を会報のみならず、協会の発展の参考にさせていた
だきます。お暑い中、ありがとうございました。

注１：会報第２号に掲載
注２：1985,Vol. 19,No.9 ～ 1996,Vol. 30,No. 10 の 109回連載
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アカデミア・ミュージック 株式会社

〒 113-0033
東京都文京区本郷 1-28-21 第 2 荒井ビル
http://www.academia-music.com

代表取締役会長 平岩　　寧

株式会社 絵本の家

〒 171-0031
東京都豊島区目白 1-7-14 目白久保ビル
e-mail  ehon@ehon-house.co.jp

代表取締役 小松崎　敬子

センゲージラーニング株式会社

〒 102-0073
千代田区九段北１-11-11 第 2 フナトビル 5F
e-mail  Asia.infojapan@cengage.com

代表取締役 松村　達生

取扱出版社：
Wadsworth Group (Wadsworth,Brook/Cole,
Duxbury, Heinle, etc.), South-Western Group
(South-Western College Pub., West Legal
Studies, etc.), Delmar Learning (Autodesk Press,
OnWord Press, Singular, etc.) , Course
Technology, Gale Group 

株式会社 ゲーテ書房
〒 107-0062
東京都港区南青山 2-5-9-1F
Tel: 03-5771-6511 Fax: 03-5771-6512
http://www.goethebook.co.jp

ドイツ語圏の書籍、DVD、
グリーティングカード等輸入販売

ケイラインロジスティックス株式会社

〒 108-0023
東京都港区芝浦 3-7-9
Tel: 03-3455-2801 Fax: 03-3455-2805
http://www.klinelogistics.com

代表取締役社長 勝瑞　　護

株式会社 極東書店

〒 101-8672
東京都千代田区神田神保町 2-12 安富ビル
e-mail  febimp@kyokuto-bk.co.jp

代表取締役社長 相澤　久俊

株式会社 教文館

〒 104-0061
東京都中央区銀座４-5-1
e-mail  fbooks@kyobunkwan.co.jp

代表取締役社長 渡部　　満

祝 会報通巻 5 0 0 号
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株式会社 マクミランランゲージハウス

〒 162-0843
東京都新宿区市谷田町 2-37 千代田ビル
e-mail  h.ono@mlh.co.jp

代表取締役 小野　春夫

株式会社 マイブックサービス

〒 101-0064
東京都千代田区猿楽町 2-5-8 葵ビル
e-mail  order@mybookservice.co.jp

代表取締役 村上　正樹

株式会社 南江堂

〒 113-8410
東京都文京区本郷 3-42-6
e-mail  nkdyosho@nankodo.co.jp

代表取締役社長 小立　鉦彦

株式会社 ピアソン・エデュケーション

〒 166-0003
東京都杉並区高円寺南 2-44-5
Tel: 03-5929-6151 Fax: 03-3314-0490

代表取締役社長 ブレンダン・デラハンティ

オックスフォード大学出版局 株式会社

〒 108-8386
東京都港区芝 4-5-10 カーニープレイス芝 8Ｆ
Tel  03-5444-5454

代表取締役社長 ポール・ライリー

株式会社 三友社

〒 162-0811
東京都新宿区水道町 1-13
e-mail  mail@sanyusya.com

代表取締役社長 西野　久雄

株式会社 マテマティカ

〒 113-0034
東京都文京区湯島 4-1-22
Tel  03-3816-3724
e-mail  math@mathematica-inc.com

代表取締役 福本　　理

日本出版貿易 株式会社

〒 101-0064
東京都千代田区猿楽町 1-2-1

代表取締役社長 大野　利夫
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伸興通商 株式会社
〒 160-0011
東京都新宿区若葉 1-7-１
e-mail  shinko@shinkotsusho.jp
http://www.shinkotsusho.jp

大洋交易 株式会社

〒 150-0002
東京都渋谷区渋谷 2-12-12 三貴ビル
e-mail  infopro@next-eye.net

代表取締役社長 和田　　茂

祝 会報通巻 5 0 0 号

株式会社 東亜ブック

〒 171-0014
東京都豊島区池袋 4-13-4
e-mail  st@toabook.com

代表取締役 鶴　　三郎

ユサコ 株式会社

〒 106-0044
東京都港区東麻布 2丁目 17-12
e-mail  usaco@usaco.co.jp

代表取締役 山川　真一

株式会社 雄松堂書店

〒 160-0008
東京都新宿区三栄町 29
e-mail  intl@yushodo.co.jp

代表取締役会長 新田　満夫

株式会社 雄松堂書店

〒 160-0008
東京都新宿区三栄町 29
e-mail  intl@yushodo.co.jp

取締役社長 仲　　光男

株式会社 サンメディア

〒 164-0012
東京都中野区本町 3-10-3
e-mail  welcome@sunmedia.co.jp

代表取締役社長 山下　志信

株式会社 至成堂書店
〒 603-8149
京都市北区小山南上総町 55
Tel  075-431-2345
e-mail  shiseido@jd5.so-net.ne.jp

学術雑誌バックナンバー輸出入販売
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